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6 序論　この本のあらまし

序論

この本のあらまし
両親や世間から受け取った有形無形の施しを自らの肥やしにするだけでな

く、たすきリレーのように次の世代に伝えていく。世代としての義務感を果た

す。自分は歴史の長い連鎖の中の一人である。連鎖の中の一人になることが、

自分が生を受けた意味なのかもしれない。

会社員　野崎　佳宏（神奈川県　50 歳）2019 年 6 月 8 日

自分で自分に負荷を与えることで、思いもよらなっかたものを獲得できる快

感。これが楽しみになる。（それが「真実の発見」であったり、自らの「責任

の発見」であったりすることもある）

東海林さだお（漫画家、エッセイスト）

結局、人の仕事は若い時に与えられたものを一生かけて解くということなの

かとこの頃ふと思う。　　　　　　　　　　　　　　筒井清忠（歴史社会学者）

人間は、迷いながら考え、新しい視点を獲得し、新しい可能性を開いていく。

常套句ばかりでは、可能性を開けない。　　　　　　　　　　　　　　（不明）

１）　本書のテーマについて
この本のテーマ「二つの文化の交流 ～ 自然科学から見る人文社会科学 ～」

は、長年の二つの愛読書から生まれた。

「現代物理学の創始者」1989 年高林武彦（著）（1919 ～ 1999 年　理論物理

学・物理学史 名古屋大学教授）には、量子力学の建設に貢献した物理学者の

業績と彼らの知性・感性のスタイルが、美しい言葉で描かれている。それに付

け加えるように、高林の感性が「詩と物理の交感」を語る。

「戦争前夜物理学科の学生ながら実はいわゆる文学青年で、詩と物理の間をさ

まよっていた」高林は、イギリスのロマン派の詩人ウイリアム・ブレイク（1757

～ 1827）の詩について、「フランスを中心にした啓蒙時代（１７世紀後半～

１８世紀）のあとに、「ニュートン物理学」の分析的・抽象的方法や機械論的

な宇宙観に対する反撥が起こってくる。イギリスでもブレークの詩は当時の科
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学への反動であったが、その豊かなヴィジョンは、かえって科学者の心にひび

くものをもつ。例えば、ブレークは、詩「無垢の兆候」の最初の４行に、次の

ような神秘の言葉を書く」

私は、左側「ブレイクが詩でとらえた精神世界」を読んで、右側「ニュート

ン力学がとらえた自然界」との類似性を直感した。この発見がうれしくて、以

来、自然科学と人文社会科学の交流に関心を持ち続けた。

高林先生の量子力学の授業をもぐりで受講したことが懐かしく思い出され

る。湯川秀樹や朝永振一郎の特別講義も数回受講した。若者には理解できるか

どうかは問題ではなく、同じ教室に存在することが重要であった。お二人とも、

参考本を柴色の風呂敷に包んで教室に持ってこられていた。

２）　第１章　世界の存在論について
もう一つの愛読書、「弁証法の諸問題」武谷三男（著）（1911 ～ 2000 年　

理論物理学　科学思想・技術論　1953 ～ 1969 年立教大理学部教授）に学ん

だ自然の論理：「本質は偶然性を媒介して現象する」からは、実に多くのこと

を教えられた。自然科学と人文社会科学の交流には、自然科学側の論理が最も

重要であり、交流は「自然の論理」の視点から人文社会科学を理解することに

外ならない。

それは、例えば宗教では、宗教での本質、宗教での偶然性、宗教での現象及

び宗教での実体（構成要素と要素間相互作用）を整理することから始まる。

「ニュートン力学の形成について」「技術論」は、「弁証法の諸問題」に含まれ

ているモニュメンタルな論文であり、それが持つ牽引力は強力であった。ニュー

トン力学を学ぶ思想的意味は、「自然の論理」を習得することである。「技術論」

は、「自然の論理」から導き出せる人間活動（実践）での指針である。「自然の

論理」が第１章「世界の存在論」の主役である。
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武谷先生の特別講義（１～３日の連続講義）も聴講した。記憶に残るのは、「不

確実性の時代」ガルブレイス （著）, 斎藤 精一郎 （翻訳）の批判的検討であった。

３）　第２章　世界の誕生について
大学で学ぶにつれ、４つの未解決課題が心を占有するようになった。

第１の課題は、「観念論と唯物論の対決」どちらが真実か？例えば、ニュー

トン力学での「本質」である運動方程式（微分方程式）は実在するのか？物体

の運動軌跡は、目に見えない「本質」から導かれる（自然は微分方程式を刻々

と積分する）目に見える「現象」である。観念論に従えば、「本質」は人間の

理性（この場合は数学）が生み出す表象に過ぎない。そこから導かれる「現象」

がなぜ実在性を獲得できるのかを説明しなければならない。

大学２年生の学期末試験が終わった春休みにこの対決に取り組んだ。決闘の

ための武器として唯物論側の書物を選択した。「講座哲学」第１巻「弁証法の

科学」と第２巻「物質と精神」（ポリツェル（編）大月書店）である。この本は、

社会人教育のためのパリにある「新しい大学」1932 年設立での講義用教科書

の翻訳本である。今も保存してある４２年前の本には多くの書き込みがある。

大学入学の年 1970 年（昭和 45 年）の 10 月 27 日購入とある。

第２巻「物質と精神」の結論はこうである。

「数世紀このかたの諸科学の発展は、かつては疑惑のまなざしをもって見られ

ていた実在の諸側面を明らかにした。世界が存在するためにはわれわれの意識

や観念論者の許しなど不要であると主張することこそ、必然的に、諸科学の終

始かわらぬ観点であって、諸科学はこう主張する点で自生的な唯物論を表明し、

意識の外にある客観的実在を認めているのである」

要するに、科学はこれまで日々唯物論の正しさを証明し続けている。人間が

存在するはるか以前から、宇宙は今と同じ法則に従って運動していたのだ。人

間が出現してからニュートンの運動方程式が生まれたのではない。

「観念論と唯物論の対決」は勝負がついている。「自然の論理」でいうところ

の「本質」は実在する。「本質」は目に見えないので、見える「現象」とは区

別して、「非現象」（「現象」ではないもの）という。「現象」も「非現象」も実

在する。第２章「世界の誕生」は唯物論に基づく。
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４）　西田幾多郎「善の研究」再チャレンジ
第２の課題は、西田幾多郎の「善の研究」を理解することだった。学生時代

に粘り強くトライしたが、理解できたことは何一つなく挫折した。なぜ西田哲

学を選んだか？「善の研究」は、日本の「教養主義」が大正時代～ 1970 年代

まで学生文化として息づいていた頃の必読書だったからである。更に、湯川秀

樹が進学した京大では、西田が毎週「哲学概論」を担当し、湯川は岡潔の微積

分と西田哲学に没頭していた。湯川の「日本の生んだ大哲学者西田の思想を知

らずにいることはできなかった」との一言から逃れることはできなかった。要

するに、憧れが「善の研究」を理解したいと思わせた。

そこで「善の研究」に再挑戦。今回は原典を読むことを避け解説書を学んだ。

解説書には、西田の文章は難解且つ悪文であるとあって、私も同感であったの

で、私の理解不可に一安心。今回は、「自然の論理」を西田哲学に適用するこ

とで理解の糸口を見出そうとした。

西田哲学のキー概念を分かりやすく整理すると、次のようになる。

人間の精神界のキー概念である「純粋経験」は、人間の認識において、主観

と客観に分化する（二元輪）以前の統一状態（主客未分化一元論）を意味し、

それは実在し、それは人間の心の中の「絶対無の場所」に実在する、分化とは

純粋経験の自発自展である、と解説者は言っている。

これを「自然の論理」の言葉で表現し直すと、精神界での「本質」＝純粋状

態、精神界での「現象」＝分化した主観的認識と客観的認識、精神界での「本

質の自己展開」＝分化。

「非現象」（見える現象ではないもの、例えば「本質」）が実在する状態を「無」

という。「非現象」も「現象」も実在しない状態を「空」という。「無」とは区

別する。「絶対無の場所」は、「無」なる状態にある場所、例えば「本質」が実

在する場所である。「自然の論理」は唯物論に基づくので、物質が「本質」を

内包しており、「本質」が実在する場所を指定する必要はない。西田哲学は観

念論に基づくので、指定が必要となる。

西田は座禅に関心を持ち続けた。座禅での「悟り」は、「空」を知ることで

はなく、「無」を知ること即ち、瞑想して、心の現象を一旦捨て去り、心の「本

質」＝「純粋経験」を知ること（感じ取ること）である。ニュートン力学でい

えば、リンゴが落下するのを見て、一旦その現象を捨て去り、瞑想して、運動

方程式に至ることである。1665 年疫病ペストの流行で大学が一時休校となり、
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ニュートンは実家に戻った。落ちるリンゴを見て、彼は瞑想したのだ。生家に

あったリンゴの木は、接ぎ木により各国の科学機関に分譲されているとのこと。

簡単な整理ではあるが、これを片手に原典を読むと、以前よりはるかに理解

が進むようになった。

５）　第３章 重要な論理について
第３章では、これまで学んだ役立つ論理を整理した。

弁証法の法則は、「対立物が闘争によって統一される（対立物の闘争は変化

の原動力である）」である。弁証法はギリシャ哲学に端を発し、ヘーゲルが定

式化した。マルクス＆エンゲルスが唯物論的弁証法に焼き直した。

今回の《西田幾多郎「善の研究」再チャレンジ》において、西田が東洋思想

と西洋思想の統合を目指し、「対立物の間には隙間がある」とし、その隙間の

役割に独自の哲学を求めていたことを知った。対立物の隙間には対立を解消す

る解決策が潜んでいるという考えのようであった。隙間の役割をあれこれ考え

ているうちに、インド論理学のレンマ論理を知り、その応用として、２項対立（ジ

レンマ）を解決する方法論を思いついた。ジレンマを解決するとは、対立する

２つの事象を止揚する（独語 aufheben ／ヘーゲルが哲学用語に用いた）こと

である。レンマ（lemma）＝定め、句。

例えば、人間の生き方に対する見方として、①性悪説と②性善説がある。人

間の真の姿は①と②の間にある。キリスト教では、人間は「善悪の葛藤」とい

うストレスの中で生きており、善を為すよう神に誓う。一方、仏教（浄土真宗）


